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パーソナルな接触を可能にすることも不可
欠の条件となる。さらには、プロジェクト
・メソッドに対する教師自身の自覚および、
学生に対して、一般教育の理念や、ゼミナ
ールの意義のオリエンテーションを徹底さ
せること、なども軽視できない条件であろ
う。
次に外的条件としては、制度上の制約、
教官定員の不足、施設・設備の不備の解消
をはかることが先決であるが、このために
は、文部省や大学自身の、一般教育に対す
る考え方を改めない限り不可能であり、不
幸なことに、事態はまさに逆コースをたど
りつつある。文部省は、今回の構想のよう
に、外国語を選択制にしようとするし、ど
こかの大学の学長は、一般教育は専門への
予科であると信じて疑わない、というよう
な厳しい状況の中で、我々のおかれた立場
は容易なものではない。
のうち、外的条件の充足は、早晩望めない
以上、とりあえず、現在可能な内的条件の
改善を目指した着実な努力の積み重ねがこ
こに要請されてくる。そしてその場合、重
要な要素になるのは、教師自身の態度と方
法論であろうと思われる。
近来かまびすしい「英語教育の危機」は、
そのまま「英語教師の危機」にもつながる
が、こうした現象を見るにつけ、教師の本
質的な体質改善が求められているという感
は否めない。我々はこのあたりで、発想の
転換をはかり、単なる「語学の教師」とい
う意識があるとすれば、それを捨てるべき
時ではないだろうか。つまり、我々一人び
とりは、一般教育の中核たる人文・社会科
学のそれぞれの分野において、自分の専門
性を生かした何らかの貢献ができるはずで、
ゼミナールや綜合科目さらには、後期一般
教育科目など、質的な多様化と充実をはか
り、各領域に積極的に進出してゆくことが
必要ではないだろうか。5．おわりに
ゼミナールを有効に実施するための条件
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数日前、勤め帰りのパスの中。車内は、
これも学校帰りの高校生でこみあってい
る。運よく空席を見つけて腰をおろしほっ
と一息ついた私の耳に、目の前に立ってい
る女子高校生二人の会話が聞くともなく飛
び込んできた。「三年間て、短かったわね
一」「早く卒業したくって」「私も１でも
さ、大学へ行っても一、二年間は高校の延
長みたいだっていうじゃない」「教養課程
て、いうんでしょう」……今、こんな形で、
教養部のあり方に対する疑問ないし不信が
高校生の間にまで広まっていることを突然
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知らされ、一瞬私はギクリとし、思わず顔
をあげて彼女達を見た。元気そうな、幼さ
の残った少女の顔が二つ、そこにあった。
過去における英語教育が、中学から大学
に至るまで、いわゆる訳読式のreading
中心で、hearingやspeakingを極度に
軽視した、その意味で片輪的英語教育であ
った事は､周知の事実である。今でこそ､中
学校ではオーラルな教育面が強調され、巷
には英会話のレコードやテープが氾濫して
いるが、例えば、私の中学、高校時代の英
語の授業には、田舎であったとはいえ、会
話の「か」の字もなかった。もし、中学や
高校の英語の授業で､hearingやspeaking
やwritingがもっと早くから重視されて
いたなら、大学では級密なreadingに重
点を置くことも可能であったろうし、亦、
現行の講読中心主義にもこれほどまでの抵
抗はなかったのではないかと思われる。外
国語（この場合英語の）学習に際し、
hearingやspeakingの力を伸ばすため
には、特に中学校での学習が大きなウエー
トを占めることは論を待たないだろう。に
もかかわらず、文部省は中学校での英語の
時間数を減らし、しかも大学の英語は選択
制にしｎつ「話せる」語学への転換を示唆
しているのだ。このような矛盾した現状の
中で、我々英語教師は何をどのようになす
べきなのか。問題を大学の一般教養の英語
に、それも国立大学の一般教養の英語にし
ぼって考えてみたい。今日一口に大学生と
いっても、質的にも目的意識の上でも実に
多種多様だからである。
会話が従来軽視されていたからといって、
では、大学の英語で会話ばかりやったらい
いかというと、そうはいくまい。今とは逆
の意味で反発や抗議の声が起るであろうこ
とは、先ず間違いないと思う。しかも、会
話が実用で講読が教養であるとする見方は
いささか単純というべきで、真の会話とは
読解力の裏付けがなければ不可能だろうし、
逆に真の読解力とは会話力があって始めて
達成されるといえるとしたら、尚更の事で
ある。かくして問題は両者を有機的に組み
合せ学習するという、見方によっては、極
めて常識的なしかし亦基本的でもある方法
しかないように思える。できれば各学期毎、
それが不可能なら１年半ないし２年間の教
養課程の間に、２対１亦はその逆亦は１対
１の割合で（この率そのものは、これ以外
でも、各大学で決めればいいことだが）
readingを主とする英語とhearing,speak-
ing,writingを主とする英語を有機的に
組み合せてやることが望ましいと思う。勿
論、時間割編成は、いろんな要素が絡み合
い大変な仕事だとは思うが、各教官が前も
って使用テキストと大体の方針を報告（後
で確認するだけではなく）、それを元に、
ある程度有機的な組み合せを作る事は可能
であるまいか。現状では、前学期の前任者
や同学期のパートナーの方が、どのような
教科書をどのような方針でやられたのか亦
やられているのか殆んど分らないまま、い
わば教養課程の三学期が夫々の教師の好み
によってバラバラにやられているといって
よく、その点教師にとっても学生にとって
も無駄があるように思う。
かくして、教師としての自分がreading
とspeakingとhearingとwritingのど
れにより重点を置き、どのようなテキスト
を使って、どのような方針で授業をするか
を私的にも公的にもはっきりさせることが、
先ず第一に必要となってくる。各教師が何
をどのようにやるかは、その人の人生観な
り専門分野なり教師歴なりで違ってくるだ
ろうし、それはそれでいいと思う。肝心な
のは、バラエティにとんだ教材或は授業を
有機的に組み合せるということなのだから。
「語学センター」建設も結構。しかし、そ
れには金と時間がかかる。問題は急を要す
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るのだ。先ずできるところから始めるべき
ではないか。その意味から金大で以前作ら
れた学生による選択制案は、意欲的な試み
であったと思う。それが、学生の反対にあ
い一度も実践されることのないままつぶれ
たことは、残念である。学生に選択権が一
応ない以上（厭なら他の授業を特聴すると
いう形で受けることはできようが)、組み
合せそのものに変化をもたせ、多目的化し
た学生の欲求を満すと同時に且つ教師各自
の特色を生かすより他に、方法はないので
はあるまいか。
そこで、私自身過去何をやってき今後亦
何をやるつもりかということだが、一般教
養としての、外国文学としての、英米文学
の作品をテキストに、読解力の増進を第一
とし内容の鑑賞を第二とする、readingの
授業をやってきたし亦やりたいと思ってい
る。教養の英語の第一の目標は、あたりま
えといえばあたりまえだが、語学力の増進
にあると思う。中でも、自分が目標とする
読解力の増進に的をしぼっていうとして、
中学・高校と６年間も英語をやってきて今
更読解力でもあるまいという学生がいると
したら、それは思いあがりというものであ
る。我々が日本語を読む量に比べて１週３，
４時間６年という数字はとるに足らないと
もいえる。もとより日本語並みに或は英米
人並みにマスターする必要はないだろうが、
上には上があるという事。それは、ちょっ
と詩的な文章亦は思想的な或は方言まじり
の或は古典的な文章などを読んでみればす
ぐ分ることである。若輩の小生など、常日
頃そのことを身にしみて感じている始末
だ。第二の内容の鑑賞ということだが、そ
の底には、こま切れ的な受験英語とはオサ
ラバしたいという意識が強く流れている。
readingを主とした授業ではこの点にこ
そ、高校までの英語とは違う、いわゆる大
学の一般教養の一環としての英語らしき味
が出せる余地があると考える。もとより受
験英語には受験英語の良さもあろう。それ
を全面的否定するものではないが、教師の
努力の如何にかかわらず、現在の受験生は、
単語と構文をどうにかつかみ、表面的な意
味が理解できればそれで事足れりとしてい
るのではなかろうか。従って訳はできたが
内容は分らぬという珍現象が出現するわけ
である。しかもその数たるや決して少なく
ないのだ。内容の鑑賞とは－通りの訳がで,
きたところからこそ始まるので、そこがい
わば出発点であり終着点では決してないこ
とを、肝に銘じるべきである。
では、具体的に、どのような作品をどの
ようにやるつもりか。私の場合、自分の専
門に近いもの亦は最も興味をひく或は敬愛
している作家の作品の中から選ぶ。言葉を
かえていえば、過去及び現在そして将来も
自分がくりかえし読むだろうと思えるよう
なもので、教養でも一応やれると判断した
ものの中から選ぶ。一般教養課程の授業の
ためだけに使うというような形は極力避け
たいと思っている。教師にテキストを選ぶ
という大きな自由がある以上、その自由を
尊重して、自分が最も読んでいるものの中
から選ぶのが、教師自身にとっても学生に
とっても、良心的ではあるまいか。という
より、自分が最も力を入れてやっている作
家の作品を教室で生かす機会のない若い教
師にとって、それとは別に、いうなれば
「片手間的」に教養の英語をやるというこ
とは、時間的にも能力的にもそして良心的
にもできないというのが、より正直な言い
方かもしれない。勿論、大学の一般教養の
英語は英米文科の講義ではない。あくまで
教養課程であり、あくまで演習なのだ。従
って中心はどこまでも語学力の、この場合
読解力の増強にあり、且つ演習である以上
学生の積極的な参加なしには成り立ちえな
い。しかし、私は、この際一言いいそえる
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なら、現行の横割り式教養課程のあり方を
極めて疑問に思うものであり、むしろ縦割
り式選択制による教養（外国語を含む）の
授業に強い魅力を感じるものである。それ
と今一つ、英語に限っていえば、英米文科
の英語と教養課程の英語に、高低、深浅の
差を余りにも大きくつけることにも疑問を
感じる。いささか極端な言い方をすれば、
英米文学という「英米」は所詮文学につけ
た修飾語句である。英米文学といえども英
米文学科の学生の独占物では決してない。
それに、例えば医学部教養課程二年生と英
米文科一年生との間にどれほどの語学力の
差があるだろうか。もしあったとしても、
たかだか一、二年の英語力の差など広大な
文学の世界からみればしれている。文学史
的知識が多いとか少ないとかの違いはあろ
う。しかしそれは教養課程で英米文学の作
品をテキストに選んで悪いという理由には
ならない。何故なら、テキストそのものの
味読こそ作品鑑賞の基本だからである。且
つ亦こうもいえる。たとえ学部が違い専攻
が違い将来の職業が異るといえども、今一
度いささか青くさい言い方が許されるなら、
全ての学生、否、全ての人間にとって、唯
一最大の問題は如何に生きるかにつきる筈
だ。或は人間とは何かといいかえてもよ
い。文学部以外の学生に英米文学の本格的
な作品を選ぶ時、私の支えになっているの
はこの考えである。ある作家のある作品が、
上のような根本的な問いを裏に秘めつつ書
かれたものなら、それは決して文学部の学
生の独占物ではない筈だ。そこに文学とい
う学問の、他の学問にはない特色がある。
もっとも限度はある。私の専門はエリザベ
ス朝演劇を中心とする英米演劇だが、例え
ば、教養部の学生にいきなりシェイクスピ
アを読ませるのは無理かもしれない。かつ
て例のラムのTdz/Csβ0”Ｓ/ｚａｈｃＷαγｃを
教材に使い、適時『ハムレット』や『リア
王』の原文台詞をプリントして学生に渡し
やってみたことがある。Retoldとはいえ、
相当難解なラムの文章にそれだけで中には
音をあげている学生もいたが、しかし例え
ば“Gettheetoanunnery.”というハ
ムレットのオフイリアに対する台詞の前後
をプリントし、nunneryには「尼寺」の
他に「女郎屋」といった意味も当時あった
こと、従ってこの文には単にオフイリアに
対するハムレットの愛情のみならず憎悪の
気持も表わされているのだと説明したりす
ると－それがつまり表面的な訳に終らな
いことの意味だと思うのだが－学生はホ
ーといった反応を示す。亦マーロウの
ＴﾉﾚeTmgjcaJHjsﾉoryq/･ＤＯＣ/oγF1zz"s/"ｓ 
の主要部分を抜粋プリントしたものを使っ
て、時にはゲーテのFtz"s/の話もしなが
らやってみる。こんな作品など学生は聞い
たこともなかろうが、英語はシェイクスピ
アに比べはるかにやさしいし、これほどル
ネッサンスの人間像が浮き彫りにされてい
るものは少ないこと、亦『ファウスト』は
ゲーテのそれが余りに有名だが実はファウ
ストをテーマにした作品は優に百を越える
こと、実にファウスト的人間とは真撃に生
きようとする者にとって永遠の魅力をもつ
存在であることなど適時こちらで紹介しな
がら作品を味読する。概して学生は古いも
のを、それを読んでもいずに、ただ時代的
に古いというだけで毛嫌いする。さればと
て、新しいものを読んでいるかというと、
それもしていない者が多い。近代のもので
は､例えば､オニールのＡ〃God'Ｓｃﾉbﾉﾉﾉ"〃
ＣＯ'Ｗｿﾞ"9ｓとかＭｂ”"j咽ＢＢＣＣ池es
Hccﾉ、といった作品を使ってみたことが
ある。前者には随所に方言・俗語が使って
あるが英潮社から注付きのペンギン叢書が
出ているのでそれを利用した。オニールの
両親の実名でもある主人公夫婦ジムとエラ
の凄惨な心理の葛藤と愛憎地獄の世界に学
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ころ、例えば『アプサロム、アブサロム』
の場合、ウオシユ・ジヨーンズのサトペン
殺しのくだりなどを中心に原文を抜粋、プ
リントして自家製テキストをほぼ50頁作
り、それを学生と共に綿密に読む。大体の
筋や、構成の特異性、題名の由来などは三、
四回にわけ各20,30分ずつ話す。それ以上
に興味のある者は翻訳本でもよし、力があ
れば原文でもよし、現在亦は将来各人の自
由意志で読んでもらうこととし、教室でや
るのはその切っ掛けを与えるのだと割りき
る。大体生協ではテキストと同時に翻訳本
も同時に売り出しているようだし、学生も
それを見のがす筈がない。どうせ翻訳本を
読むなら、何回も読むに値する内容の長編
を読ませた方がよいという論法である。プ
リント作りは自分でやるのでその点労力的
に大変だが、自分の好きな作品が選べ、抜
粋であることさえ割りきれば、長編でもあ
つかえるという利点がある。従って、例え
ばＴﾉﾉＣＳＯ""‘α〃ノハＣＦｚｲｒｙとＴﾉｚｅ
ＧｍＰＣｓｑ′Ｗγαﾒｶの「怒り」の質を比べ
たり、ＴﾉieBezzγに関連して同じく「自
然」をテーマにしたMDby-DjcﾉﾚやＴﾉﾉｃ
ＯＪｄＭｚ〃α"‘伽Ｓｅａの抜粋も読もうと
思えば読めるわけだ。もとより抜粋の量は
たかがしれているし、抜粋のきかない作品
もあるし、どこを抜粋するかに関しても様
々の問題があろう。その点英詩などは作品
全部をプリントすることができ、内容を味
うにも格好の教材かと思える。
最後に試験（評価）に関してであるが、
上のようなテキストを上のような方針でや
る以上、当然評価の方もそれにあったやり
方ですべきであろう。私の場合、試験問題
用紙は二枚、内一枚半足らずに五、六題の
和訳の問題を出し任意に三題程解答させ、
二枚目の半分ないし三分の二程で授業に使
った作品に関し思うところ感ずるところを
多少論理的に書くという程度の論評を課し
生の中には強烈な印象を受けたものが多い
と見うけた。亦『エレクトラ』は前もって
外国に注文、膨大な作品だが英語そのもの
は極めて素直で且つ気品があると思うので、
訳は一々求めず音読しながら－それが亦
speakingの勉強にもなると思うので＿
内容をできるだけ英語のまま味い、当然出
てくるアイスキュロスの『オレステア』と
の関係も必要に応じて簡単に説明する。現
代のものでは、これは劇ではないが、自分
の場合小説文学を考える際、舞台を英米に
限っていえばフォークナーが、限らなけれ
ばドストエフスキィが真先に頭に浮ぶの
で、例えばフオークナーのＴﾉｉｅＳｏ"〃
α〃ノノｂｅ〃ひとかADSα/０腕，A6sαわれ！
を選んでやってみる。私自身フォークナー
の専門家でもなんでもないが、教養部でこ
のような作品を使う場合、余りにも専門的
な知識よりその作品に対する一読者として
の私の情熱の度合いがより大切なのではあ
るまいか。フオークナーやドストエフスキ
イのような作家は私が文学を考える際の根
底に、常にある。そういうものは自ずから
言葉のはしばしににじみ出て学生にも伝わ
りはしまいか。自分が彼等の作品を読んで
感じた印象を元に、最少限日本版の手に入
りやすい研究書、解説書の類いによる代表
的な見方を知った上で、且つ読解力の増進
第一内容の鑑賞第二とする姿勢を守りつつ、
教えるというより作品を通して共に考え共
に学ぶというやり方である。しかし、ここ
で急いでつけ加えておかねばならないこと
がある。周知のように、フォークナーの英
語は極めて難解である。従って、一時間三、
四頁読めればいいところだろう。とすると
－学期で50頁程、とても『響きと怒り』
や『アブサロム、アブサロム』といった作
品を全部読み終えれるものではない。そこ
で、始めから、教室で全部を読むという考
えを捨ててしまう。自分がこれと思ったと
－１５－ 
いやり方に反発するものもいるという具合
いである。それに大抵の方が体験されてい
ることと思うが、同じテキストを使っても、
学部により組によりかなり反応が違う。以
上、随分生意気なことも書いてきたが、教
養の語学が演習であり、内容鑑賞に受験英
語とは違う面を出そうとしても主力をどこ
までも読解力増進におく限り、亦、学生か
らの質問が少なく活気もないクラスがある
以上、ともすれば従来の訳読式授業に流れ
がちなのが、正直、現状である。ともか
く、これが、現体制の中で、大学の一般教
養の英語に関わりをもつものの－人とし
て、受験英語とは違った教養らしき英語の
授業をしたいという、ささやかな願いとさ
さやかな実践の記録である。つたない体験
をここに発表して大方の御批判をあおぎ、
以って今後のいましめとしたい。
ている。採点は、和訳が大体75点、論評が
25点というのが従来とってきたやり方であ
る。この事は学期の始めにいっておき、そ
れを念頭においた上で作品を読む。書かれ
た論評を元に話し合える機会があればもつ
とよいと思うが、試験が終れば教室で会う
機会もないので現在のところそれつきりに
なっている。学生の成績は、当然のことな
がら、和訳はできるが論評のおそまつなも
の、亦逆に和訳はさほどでなくても日頃の
読書量をしのばせる鋭い論評を書くもの等
様々である。まして反応となるともっと変
化にとんでいる。別に一般教養の英語に対
する学生の反応に限ったことではないと思
うが、従来のやり方（受験英語）に反し、
新しいやり方（内容の鑑賞に重点をおいた
英語）に積極的な関心を示すものもいれば、
反発していながら従来のやり方との違いに
とまどうものもいれば、かえって逆に新し
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供していると云う事実は否定出来ぬにせ
よ、他面では学生が授業に新鮮な興味を持
つ上での妨げともなりかねない。そもそも
語学の勉強などと云うものはやたらと面白
いものではあり得ないのだが、それでも矢
張り少しでも面白い方が良いに決ってい
る。そこで学生達が今迄行ってきたのとは
多少なりとも異った勉強の方法を教えてや
らねばならぬのであり、もしそれによって
教養部で英語を教える場合、他の外国語
と異るのは、学生達が既に英語に関する知
識をある程度まで身につけているという点
である。彼等の英語能力には個人差がある
し、又決して満足すべきものであるとは言
えぬにしても、「ある程度」の蓄積が存在
する訳であり、これが教養英語の前提をな
していると思われる。ところで、その前提
が実際の授業の内容を充実させる基礎を提
－１６－ 
